















１．２．３ 保育ママ／チャイルド・マインダー（Child Minder） ……………２４６



































































































































































































































































２ イギリス人の階級は主に３つに区分されている。アッパー・クラス（upper class 上流階級）、ミドル・
クラス（middle class 中流階級）、ワーキング・クラス（working class 労働階級または勤労階級）であ
る。１９７４年にイギリス人に対して行われた、自分自身がどの階級に属しているかという世論調査において
は、アッパー・クラス（Upper class）０．３％、アッパー・ミドル・クラス（upper middle class）２．３％、
































































































































Sit up straight at the table so there’s room












Never, never let your gun
Pointed be at anyone…
All the pheasants ever bred




















































































これは１９４６年以降、全国保育試験委員会（National Nursery Examination Board）が認定したも
ので、取得者はナーサリー・ナースと称し、日本の保母資格に相当する。（椨７８）
しかし、１９９４年４月に資格認定団体の NNEBそのものが、他団体と合併して一層包括的なケ
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